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靱負郷 岩松ヶ峰（現在の天瀬町金場の北）
に出現。社「鞍形尾神社」を造る
日田郡司大蔵永弘によって、求来里に遷座
する
日田郡司によって社殿を建立し、息長足姫
命・比売大神を奉祭し、大原八幡宮（元大
原神社・元宮）と称号する
大友能直によって、鶴ケ岡八幡宮の諸式を
移させ、豊西総社（豊後国の西の総本社）
とする
石川主殿頭忠総によって、現在の場所に遷
座する
楼門・百段を建立する
郡代 揖斐氏によって、社殿を改築する
社殿が完成し、正遷宮を行う
御鎮座一千年大祭
御遷座三百年大祭
御鎮座一千百年大祭
御遷座三百五十年大祭

680年

859年

915年

1193年

1624年

1687年
1790年
1800年
1857年
1923年
1956年
1973年

大原八幡宮略記　由緒

　
御
神
木

大
原
八
幡
宮
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
御
神
木

の
ク
ス
ノ
キ
。
今
は
参
拝
者
が
入
れ
な
い
よ

う
囲
い
を
し
て
い
ま
す
。
根
が
か
な
り
張
っ

て
い
て
、
土
の
上
ま
で
上
が
っ
て
き
て
お

り
、
葉
っ
ぱ
の
あ
る
真
下
ま
で
根
っ
こ
が
伸

び
て
い
ま
す
。

　
社
宝

祖
仙
、
関
月
の
「
龍
虎
画
」

虎
の
画
は
祖
仙
の
作
で
、
龍
の
画
は
関
月
の

作
。
原
画
は
日
田
祇
園
山
鉾
会
館
に
展
示
し

て
い
ま
す
。

古
代
銅
矛

県
の
文
化
財
に
指
定
。
同
じ
型
の
銅
鉾
が
石

井
神
社
に
あ
り
ま
し
た
が
、
終
戦
時
に
矛
先

を
折
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
原
八
幡
宮

だ
け
は
、
難
を
逃
れ
今
の
形
の
ま
ま
残
っ
て

い
ま
す
。

ゆきいごう

いび

いしかわとのものかみただふさ

いわまつがみね

大原八幡宮
１特集　新年を文化財とともに

問大原八幡宮☎㉓８９５１
　地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

　日田市には歴史ある神社仏閣が多数あります。そして、その建造物や行事が文化財となっているも
のは少なくありません。
　その中から、今号では日田市の総社的存在の「大原八幡宮」の歴史や催事などを紹介します。新春
を迎えるタイミングで文化財を訪ねてみてはいかがでしょうか。

　
大
原
八
幡
宮
の
歴
史

大
原
八
幡
宮
は
１
２
０
０
年
を
超
え
る
歴
史

を
持
ち
、
そ
の
間
、
日
田
市
民
を
は
じ
め
と

し
た
様
々
な
人
々
の
尊
崇
を
集
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
歴
史
に
は
様
々
な
諸
説
が
あ
り
ま

す
が
、
大
原
八
幡
宮
略
記
の
由
緒
で
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
８
０
年
、
天
瀬
町
金
場
の
北
に
大
原
八
幡

宮
の
前
身
と
な
る
神
社
が
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
鞍
の
形
を
し
た
巨
石
が
あ
る
た
め
、

の
ち
に
「
鞍
形
尾
神
社
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
８
５
９
年
、
求
来
里
に
移

さ
れ
た
社
は
大
原
八
幡
宮
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
１
６
２
４
年
、
現

在
の
場
所
に
遷
座
し
、
求
来
里
に
あ
る
大
原

八
幡
宮
は
「
元
大
原
神
社
」
と
な
り
、
主
に

求
来
里
の
人
々
に
よ
っ
て
ま
つ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

大
原
八
幡
宮
で
は
３
柱
の
神
を
本
殿
に
ま

つ
っ
て
い
ま
す
。
主
な
祭
神
は
第
十
五
代
応

神
天
皇
「
誉
田
別
命
」
。
次
に
応
神
天
皇
の

母
で
あ
る
神
功
皇
后
の
「
息
長
足
姫
命
」
。

そ
し
て
宇
佐
の
氏
神
や
宗
像
の
三
女
神
と
も

言
わ
れ
る
「
日
売
大
神
」
。
本
殿
の
中
で
は

中
央
に
「
誉
田
別
命
」
を
、
そ
の
両
脇
に

「
息
長
足
姫
命
」
「
日
売
大
神
」
を
ま
つ
っ

て
い
ま
す
。

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

く
ら
が
と
う

ひ
め
お
お
か
み

　
大
原
八
幡
宮
の
文
化
財

こ
れ
だ
け
の
歴
史
を
持
つ
大
原
八
幡
宮
は
、

同
時
に
多
数
の
文
化
財
を
有
し
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
で
い
う
と
、
楼
門
・
拝
殿
・

幣
殿
・
本
殿
と
い
っ
た
社
殿
が
市
指
定
有
形

文
化
財
。
毎
年
３
月
に
行
わ
れ
、
カ
ビ
で
そ

の
年
の
吉
凶
を
占
う
「
大
原
八
幡
宮
の
米
占

祭
」
が
国
選
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
毎
年
４

月
に
行
わ
れ
、
天
保
５
年
か
ら
続
く
「
大
原

八
幡
宮
御
田
植
祭
」
が
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
後

述
し
て
い
ま
す
が
、
社
宝
の
銅
鉾
は
県
指
定

の
有
形
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す
。
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①

②

③

④

正面鳥居と注連縄。一拝
してくぐるのが丁寧なく
ぐり方とされています。

二拝二拍手一拝。神社に
よって違う拝礼を行うと
ころもあります。

水面に映る反り橋が美し
い放生の池。池には鯉や
亀もいます。

本殿の中での参拝には、
社務所に申込みが必要で
す。

116段の石段。段数に謂
れはありません。

おみくじで自分の運勢や
吉凶を占うことができま
す。

参拝する際に手や口を清
める手水舎。

神社を参拝した証として
御朱印をもらうことがで
きます。

しめなわ

てみずや

▲▲▲

▲▲▲

■
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

私
が
宮
司
を
や
っ
て
い
て
一
番
嬉
し
か
っ
た

話
で
す
が
、
仲
秋
祭
（
放
生
会
）
で
行
わ
れ

る
御
神
幸
で
の
神
輿
担
ぎ
で
、
高
齢
化
な
ど

に
よ
っ
て
担
ぎ
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
藤
蔭
高
校
に
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
学
校

行
事
と
し
て
や
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

高
校
生
が
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う

姿
を
見
て
ほ
し
い
の
で
、
野
球
部
な
ど
に
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
（
４
ペ
ー
ジ
写
真
③
）
。
私
が
小
学
校
の

頃
は
露
店
が
４
０
０
件
く
ら
い
あ
っ
て
咸
宜

小
学
校
の
向
こ
う
側
ま
で
出
て
い
ま
し
た

が
、
時
代
と
と
も
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
力
を
借
り
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
ら

れ
た
ら
良
い
で
す
ね
。

■
最
後
に

大
原
八
幡
宮
は
日
田
市
総
鎮
守
と
し
て
ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
「
日
常
の
中
で

簡
単
に
お
参
り
で
き
る
よ
う
な
と
こ
ろ
。
堅

苦
し
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
参
拝
者
が

多
い
１
日
な
ど
は
朝
６
時
か
ら
本
殿
正
面
を

開
け
て
い
ま
す
。
人
が
い
な
い
と
神
様
も
寂

し
い
で
し
ょ
う
し
、
多
く
の
人
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
た
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
の
安
泰
と
健
康
、
幸
せ
を

祈
っ
て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。

■
大
原
八
幡
宮
の
初
詣

１
年
で
最
も
賑
わ
う
の
が
初
詣
。
「
初
詣
に

お
す
す
め
の
日
は
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
神
社
の
考
え
方
と
し
て
は
自

分
が
生
き
て
い
く
上
で
、
今
日
が
良
い
日
だ

な
と
思
う
日
が
最
高
の
日
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
六
曜
で
い
う
大
安
仏
滅
と
い
う
言
葉
な

ど
は
中
国
か
ら
来
た
も
の
で
、
実
は
お
宮
で

は
そ
う
い
っ
た
考
え
方
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
正
月
（
令
和
３
年
１
月
１
日
）
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
参
拝
者
が
減
り
、
例
年

の
４
割
く
ら
い
で
し
た
が
、
３
日
に
な
る
と

い
つ
も
と
同
じ
く
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。
大

体
は
10
日
〜
15
日
く
ら
い
で
参
拝
者
は
落
ち

着
く
の
で
す
が
、
昨
年
は
30
日
ま
で
続
き
ま

し
た
。
何
千
と
あ
る
お
守
り
も
コ
ロ
ナ
対
策

で
一
つ
ひ
と
つ
袋
詰
め
し
大
変
で
し
た
が
、

今
年
も
同
じ
体
制
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
本
殿
に
つ
い
て

総
ケ
ヤ
キ
造
り
の
こ
の
本
殿
は
、
大
分
県
一

だ
と
思
い
ま
す
。
ケ
ヤ
キ
は
日
本
国
内
に
ほ

と
ん
ど
材
料
が
な
い
た
め
、
こ
う
い
う
建
物

は
も
う
造
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

神
社
の
建
物
は
釘
打
ち
で
は
な
い
の
で
、
釘

を
一
本
も
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
１
８
０
０
年

に
で
き
た
本
殿
は
現
在
２
２
１
年
経
っ
て
お

り
、
ケ
ヤ
キ
造
り
は
１
０
０
０
年
持
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
手
入
れ
さ
え
す
れ
ば

あ
と
８
０
０
年
は
建
っ
て
い
ま
す
ね
。

大原八幡宮 宮司　橋本國房さん

人が日常の中で
簡単にお参りできる場所

interview

てみずや

　
祭
典
行
事

大
原
八
幡
宮
で
は
季
節
ご
と
に
多
彩
な
祭
事

が
あ
り
ま
す
。

・
歳
且
祭
　
１
月
１
日

・
御
降
誕
祭
　
１
月
11
日

・
節
分
祭
　
２
月
（
節
分
の
日
）

・
稲
荷
祭
　
２
月
（
旧
暦
初
午
）

・
米
占
祭
　
３
月
15
日

・
祈
年
祭
（
御
田
植
祭
）　
４
月
15
日

・
厄
除
祭
　
６
月
１
日

・
琴
平
祭
　
６
月
10
日

・
大
祓
祭
・
夏
越
祭
　
６
月
30
日

・
仲
秋
祭
（
放
生
会
）　
秋
分
の
日

・
紐
解
祭
　
11
月
15
日

・
新
嘗
祭
　
11
月
23
日

・
祭
納
祭
　
12
月
下
旬

・
大
祓
祭
　
12
月
31
日

・
月
次
祭
　
毎
月
１
日
、
15
日

米
占
祭
（
写
真
①
）

米
・
麦
・
粟
・
稗
・
豆
（
大
豆
）
の
札
を
立

て
る
「
五
穀
盆
」
と
、
蔓
の
根
で
河
川
を
つ

く
る
「
地
形
盆
」
の
２
つ
の
粥
盆
が
準
備
さ

れ
る
。
粥
に
生
じ
た
カ
ビ
の
種
類
や
形
状
に

よ
っ
て
今
年
の
豊
凶
と
そ
の
地
域
を
占
う

祭
。
（
国
選
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

祈
年
祭
（
御
田
植
祭
）
（
写
真
②
）

童
女
に
よ
っ
て
田
植
え
の
所
作
、
牛
に
扮
し

た
田
鋤
の
所
作
な
ど
、
古
来
行
わ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
実
際
の
田
植
の
様
子
を
再
現
し
、

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
祭
。

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

仲
秋
祭
（
放
生
会
）
（
写
真
③
④
）

秋
分
の
日
を
中
日
に
５
日
間
、
魚
や
鳥
な
ど

の
生
き
物
を
山
や
川
に
放
っ
て
供
養
す
る
祭

事
。
御
神
幸
祭
で
は
、
神
輿
や
稚
児
が
参
道

を
練
り
歩
く
。
期
間
中
は
、
参
道
に
露
店
が

並
び
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。

た
す
き

参
拝
ま
で
の
流
れ
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　新型コロナウイルス感染症の影響によって、次の要件を満たす人は、令和３年４月１日～令和４年３月31日までの
納期の保険料（税）が減免となります。対象となることが見込まれる人は、必ず申請期限内に申請してください。

■保険料（税）の減免対象者
①新型コロナウイルス感染症によって、主たる生計維
持者が死亡し、又は重篤な傷病を負った世帯の人
　⇒保険料（税）を全額免除
②新型コロナウイルス感染症の影響によって、主たる
生計維持者の収入減少が見込まれる世帯の人
　⇒保険料（税）の全額又は一部を減額

■申請期限　３月31日㈭

■申請場所　
　税務課市民税係（市役所１階）

■必要書類
　令和３年１月以降の各月の収入状況が分かる書類
（帳簿、廃業届、給与明細等）、身分証明書、マイ
ナンバーが分かるもの、預金通帳

※新型コロナウイルス感染症の影響による減免制度の要件を満たさない場合でも、収入や世帯の状況、預貯金等の状況で減免できる
場合があります。お気軽にご相談ください。

収入減少によって保険料（税）が減額される
具体的な要件
　世帯の主たる生計維持者について、下記３つの全
てに当てはまる人。
※申請には、収入を証明する書類が必要です。
①事業収入や給与収入など、収入を種類ごとに見た
場合、そのいずれかが、前年に比べて10分の３以
上減少する見込みであること
②前年の所得の合計額が1,000万円以下であること
※介護保険料にはこの要件はありません。
③収入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所
得の合計額が400万円以下であること

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料
新型コロナウイルス感染症による減免制度について

問税務課市民税係（国民健康保険税・介護保険料について）　☎㉒８３９６（市役所１階）
　健康保険課国保・年金係（後期高齢者医療保険料について）☎㉒８２７１（市役所１階）

皆さんの意見を募集します！ーパブリックコメントー
市では下記の計画（案）を公開していますので、ご意見をお寄せください。
■内容
　第２期日田市スポーツ推進計画（案）
■閲覧場所
　市ホームページ、市役所３日以内窓口、各振興局・振興センター、各地区公民館（各振興局・振興センター
管内を除く10か所）、下記担当課
■意見の提出方法
　住所・氏名を記入の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　市役所３日以内窓口、各振興局・振興センター、下記担当課
■募集期間　１月５日㈬～２月４日㈮
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）
　スポーツ振興課スポーツ振興係（市役所別館２階）　☎㉒８４４２　 ㉒８２７０

　あけましておめでとうございます。
　平素、市議会に対しご理解とご協力をいただき、
厚くお礼申し上げます。これまでも市議会では、
皆様に寄り添い様々なご意見を伺いながら、新型
コロナウイルス感染症拡大防止や、経済対策及び
豪雨災害からの復旧・復興に努めてまいりました。
　今年こそ、この難局を突破し、市民の皆様が安
全で安心し、いきいきと暮らせるまちづくりへ、
議員一同「結束」し邁進してまいります。

　あけましておめでとうございます。
　一昨年から世界中で猛威を振るっている新型コ
ロナウイルス感染症は、私たちに新しい生活様式
等への転換を迫るものとなりました。今後も新た
な社会変化が想定されます。
　「黎明」は、「夜明け」や「新たな始まり」を表
します。
　今年も、加速する社会の変革に対応しながら、
価値ある未来に向かって、引き続き、全力で取り
組んでまいります。
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令和３年日田市の出来事

広報ひたでは令和３年の日田市の出来事をまとめました。皆さんの記憶の中には何が残っていますか。

令和３年
日田市の出来事

申請書等の押印廃止
行政手続のデジタル化に向けて、９月１日時
点で法令等で定められている書類を除き、市
民や事業者等から提出される申請書等の押印
を廃止した。（廃止割合：99.2％）

手続に伴う負担を軽減
10月１日、引っ越し等の住民異動届に関する各種手続の際に、住所・氏名等を何度も記入
する負担を軽減するため、窓口支援システムを導入した。

POSレジ・証明発行コーナー設置
各種証明書等の手数料の収受にPOSレジ
及び自動釣銭機を導入するとともに、マイ
ナンバーカードを使用して発行ができる証
明発行コーナーを設置した。

市民窓口の効率化と行政手続のオンライン化を推進

申請書等への押印廃止

「水郷ひた河川を美しくする条例」を施行
４月１日から、河川を美しくする
ために河川の浄化及び河川環境の
保全を目的とした「水郷ひた河川
を美しくする条例」が施行され
た。条例は、市、市民及び事業者
のそれぞれの責務や役割、協力及
び連携などを定めている。

企業参画の森林づくり協定調印
11月２日、日本フォレスト㈱と
㈱九州コクボをはじめ、関係団体
と県・市の６者によって、森林づ
くり協定に調印締結。13日には
萩尾市有林で植樹イベントが実施
された。

市民参画に向けた新たな取組み

前津江振興局の新庁舎が完成
４月26日から前津江振興局の新
庁舎での業務が始まった。新庁舎
には、地元住民や観光客から要望
のあった公衆トイレも設置してい
る。

天瀬複合施設をオープン
天瀬町中川地区に建設していた天
瀬複合施設（天瀬総合福祉セン
ター、天瀬振興局馬原出張所、東
渓診療所、天瀬公民館東渓分館、
天瀬児童館）が完成し、８月17
日に利用を開始した。

新たな施設がオープン

令和２年７月豪雨で被害を受けた中津江村平野地区で１月27日、平成29年九州北部
豪雨で被害を受けた小野地区で２月22日に、大分県、消防本部、警察等の関係機関
と連携した災害状況調査及び救援物資配送等でのドローン活用の実用化に向けた実証
実験を行った。

ドローンを用いた救援物資配送実証実験

３月６日、日田駅前広場で進撃の巨人リヴァイ兵士長
銅像の除幕式を開催した。３月27日には、進撃の巨
人の貴重な原画作品や諫山創先生の幼少期の作品など
を展示している「進撃の巨人 in HITA ミュージアム」
が道の駅水辺の郷おおやまに開館した。

「進撃の巨人」銅像除幕式、進撃の巨人 in HITA ミュージアム完成

４月23日、市民ランナーなどによって災害から
の復興の願いを託す聖火リレーが行われた。そ
の後、７月５日～25日までの間カメルーン選手
団とフェンシング日本代表、ウクライナ代表の
事前キャンプが行われた。期間中、カメルーン
選手団は2002年サッカーワールドカップが縁で
交流が深まった中津江村を訪れ、歓迎を受け
た。また、オリンピック閉幕後の８月16日には
パラリンピック聖火の採火式が行われた。

東京2020オリンピック・パラリンピック
聖火リレー・事前キャンプ・採火式

移住支援策を活用した
大分県外からの移住者
数が５年連続で県下ナ
ンバー１となった。
（平成28年～令和２
年の５年累計で1,308
人が県外から移住）

県外からの移住者数
５年連続県下ナンバー１！

３月28日、国道212号「響峠バイパス」（延長2.4km）
が完成し、ひびきトンネルで開通式が行われた。式典で
は大分県知事や日田
市、小国町、南小国町
の関係者などが出席
し、テープカットや通
り初めが行われた。

国道212号「響峠バイパス」開通
４月１日、妊娠期から切れ目ない
支援を行う「子育て世代包括支援
センター」と、子育てに関する専
門的相談を担う「子ども家庭総合
支援拠点」の窓口を一本化した
「こども家庭相談室」を市役所１
階に開設した。

「こども家庭相談室」開設

令和３年度からタブレット端末などICT機器を活用した授業が本格的に始まった。調べ
学習における情報収集や友達との意見交流、一人ひとりの理解度に応じた「個別最適な
学び」が効果的に行われるようになった。

児童生徒一人ひとりにタブレット端末を配備

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、市民へのワクチン接種を４月から
開始し、11月までに接種対象者の約８割の接種が完了した。
また、「プレミアム付商品券発行支援事業」では従来の紙の商品券と併せて、感染リ
スク低減、キャッシュレス化の推進等のため、電子商品券「ひたpay」を導入した。

新型コロナウイルス感染症
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・高齢者、基礎疾患のある人などの「重症化リスクの高い人」
・重症化リスクの高い人の関係者や介助者（介護従事者等）などの「重症化リスクの高い人との接触が多い人」
・医療従事者などの「職業上の理由等によってウイルス暴露リスクの高い人」

新型コロナウイルスワクチン接種情報⑭ 接種
無料

追加接種（３回目）の接種券・予診票と予防接種済証の様式が変わります

　１・２回目接種の接種券を発送した順番で、接種スケジュールを表示しています。実際に２回目接種を完了した時
期によって個人差がある場合があります。

接種スケジュール（現時点での予定）

特に追加接種をおすすめする人

医療従事者
（12月開始） 18～ 39歳40～ 59歳

介護老人
福祉施設等の入所者
（12月開始）

60～ 64歳
基礎疾患のある人

なぜ３回目の接種が必要なの？
新型コロナウイルスワクチンは接種後、一定期間を経過すると感染予防効果が低下し、特に高齢者は重症化予防
効果も低下する可能性があるとの報告などを踏まえ、感染拡大防止及び重症化予防の観点から、２回目接種を完
了した全ての人を対象に追加接種（３回目）の機会を提供することを国が決定しました。まずは18歳以上の人
で、２回目接種完了から８か月以上が経過した人から３回目接種の対象となります。

追加接種に使用するワクチンの種類は？
諸外国の取組みや有効性・安全性などの科学的知見を踏まえ、１・２回目に接種を受けたワクチンの種類に関わ
らず、ｍＲＮＡワクチン（ファイザー社のワクチン、又は武田／モデルナ社のワクチン）を用いる方針です。

追加接種の安全性や副反応は？
ファイザー社のワクチンの安全性と副反応は１・２回目接種後と概ね同様で、現時点で重大な懸念は認められて
いないとの判断が報告されており、また、武田／モデルナ社のワクチンも２回目接種と同様であったと報告され
ていることが国のワクチン分科会で確認されています。

交互接種の安全性や副反応は？
新型コロナウイルスワクチンの交互接種を伴う追加接種の安全性・副反応は、２回目までの接種で報告された安
全性・副反応と同程度で、交互接種と同種接種で差がなかったと報告されていることが国のワクチン分科会で確
認されています。

いつから追加接種が受けられるの？
海外の状況やワクチンの効果、持続期間などを踏まえて、２回目接種完了から原則８か月以上の間隔を置いて接
種を受けることができます。
例１）令和３年６月１日に２回目の接種をした場合→令和４年２月１日から追加接種を受けることができる。
例２）令和３年６月30日に２回目の接種をした場合→令和４年３月１日から追加接種を受けることができる。

いつまで接種を受けることができるの？
新型コロナウイルスワクチンの特例臨時接種期間は令和４年９月30日までとなり、追加接種を希望する人は同日
まで、無料で接種を受けることができます。また、これまで何らかの理由で１・２回目の接種を受けていない人
も、引き続き無料で接種を受けることができます。詳細は新型コロナウイルスワクチン接種推進班にお問い合わ
せください。

Ｑ１
Ａ.

Ｑ２
Ａ.

Ｑ３
Ａ.

Ｑ４
Ａ.

Ｑ５
Ａ.

Ｑ６
Ａ.

新型コロナウイルスワクチン追加接種（３回目）が始まりました！

高齢者
（65歳以上）
（２月開始予定）

問新型コロナウイルスワクチン接種推進班☎㉒８２４３・㉒８２８１（市役所３階）

◀日田市のワクチン
　接種情報はこちら

　１・２回目接種の際に使用していたものと様式が変更になりました。３回目の接種を受ける際には、この２枚を接種
会場に持参してください。

追加接種の前倒しを行います

　新たな変異株の感染拡大を防ぐため、次に該当する人が２回目接種完了から８か月以上の経過を待たずに追加接種
（３回目）を受けることができるという国の方針が示されました。
・医療従事者、高齢者施設等の入所者及び従事者等…６か月経過後から接種可能
・一般高齢者…（２月１日以降）７か月経過後から接種可能

追加接種の接種券が届かない場合
　以下の条件に当てはまる人は、日田市が接種記録を確
認できないため、２回目接種完了から８か月が経過して
も追加接種の接種券が届かない場合があります。追加接
種を希望する人は発行申請手続をお願いします。
・他市町村で２回目接種をしたあとに日田市に転入し
た場合
・海外で２回接種した場合　等
※手続の詳細は市ホームページ（下記二次元コード）をご覧
になるか、下記にお問い合わせください。

あらかじめ接種券が
印刷されています。

「令和３年７月14日までに２回目接種を完了した人」の接種券を発送します

　今月は「令和３年７月14日までに２回目接種を完了した人」を対象に、接種券を発送する予定です。接種券の発送
予定は以下のとおりです。接種を希望する人は、接種券同封のチラシをご覧の上、市内医療機関や集団接種会場を予約
して接種を受けてください。
・令和３年６月14日までに２回目接種を完了した人…１月上旬発送予定
・令和３年６月28日までに２回目接種を完了した人…１月中旬発送予定
・令和３年７月14日までに２回目接種を完了した人…１月下旬発送予定
※接種会場は選択できますが、１・２回目と同じ会場での接種を基本とします。

◆日田市内で接種できるワクチンの種類（国からのワクチンの供給状況によって変更になる場合があります）
　ファイザー社のワクチン又は、武田／モデルナ社のワクチン

◆市内医療機関での接種予約の受付を開始します
　市内医療機関での追加接種（３回目）は、接種券が届き次第予約申込みをすることができます。
　接種を受けることができる医療機関一覧を接種券に同封していますので、確認の上希望する医療機関にお問い合わせ
ください。

◆集団接種会場での接種予約の受付を開始します
　集団接種会場での追加接種（３回目）の予約受付を開始します。予約方法の詳細は、接種券同封のチラシをご覧くださ
い。接種会場であるアオーゼ、パトリア日田では予約受付を行っていません。お問い合わせは下記にお願いします。
〈接種期間：２月上旬～２月中旬〉
・会場：アオーゼ
〈接種期間：２月中旬以降〉
・会場：パトリア日田
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市政情報ピックアップ

●小・中学校への入学を迎える世帯にお知らせ

問学校教育課学務係☎㉒８２２１（市役所別館２階）

　４月から小・中学校に入学する子供がいる家庭に、令和４年度の入学通知書・就学届を１月中旬に発送します。小学校
入学予定者には市教育委員会からご家庭に直接郵送し、中学校入学予定者には現在通学している小学校を通じてお届けし
ます。就学届に必要事項を記入・押印し、下記に提出してください。

▼就学届の提出先
・新小学校１年生
　就学予定校の入学説明会時に提出
・新中学校１年生
　現在在籍している小学校が指定する期日までに提出
※入学通知書が届かない、記載内容に誤りがある、やむを得ない理由で指定
校以外の学校に入学を希望する場合は、下記にお問い合わせください。
※県立・私立学校に進学を希望する場合は、区域外就学の届出が必要です。

●就学援助制度（入学準備金）の申請

問学校教育課学務係☎㉒８２２１（市役所別館２階）

　４月から小・中学校に入学する子供がいる家庭で、下記の要件に該当する世帯に入学準備金として、新入学学用品費
（ランドセル、制服等の入学に必要なものを購入する費用）を入学前に支給します。

▼対象となる世帯
・市民税が非課税又は減免を受けている世帯
・児童扶養手当の支給を受けている世帯
・生活保護が廃止又は停止になったが、なお生活が苦
しく諸学費に困っている世帯
・令和２年中の世帯全員の総所得金額等の合計額が生
活保護受給世帯に準じる額以下である世帯
・病気や災害など特別な事情によって、収入が著しく
減少し諸学費に困っている世帯

▼支給額（一人当たり）
・小学校入学予定者　51,060円
・中学校入学予定者　60,000円

▼支給時期　２月下旬予定

▼提出期限　１月31日㈪（必着）
※申請に必要な書類は入学通知書に同封します。
※審査にあたりマイナンバーの提出が必要になります。

問防災・危機管理課防災・危機管理係☎㉒８３６３（市役所４階）

●日田市消防団出初式

▼ところ・内容
・陸上競技場駐車場（午前10時～）
　人員報告及び車両行進

・三隈川右岸遊歩道（銭渕橋下流）
　放水点検（午前11時頃～）

※当日、団員が陸上競技場駐車場に集合するまでの間、消防
車のサイレンを吹鳴します。皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

　毎年、日田市消防団員の士気高揚と市民の皆さんに防火防災への理解を深めていただくため出初式を行っています
が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和４年出初式の開催内容を変更して行います。
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65
％
（
令
和
３
年
11

月
１
日
現
在
）

※
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
世
帯
年
収
２
０

０
万
円
（
所
得
１
３
２
万
円
）
以
内
の

人
、
又
は
子
供
３
人
以
上
の
世
帯
か
つ
世

帯
年
収
５
０
０
万
円
（
所
得
３
５
６
万

円
）
以
内
の
人
は
年
１
・
25
％
。

■
返
済
期
間
　
15
年
以
内

※
交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
家
庭
、
父
子
家

庭
、
世
帯
年
収
２
０
０
万
円
（
所
得
１
３

２
万
円
）
以
内
の
人
、
又
は
子
供
３
人
以

上
の
世
帯
か
つ
世
帯
年
収
５
０
０
万
円

（
所
得
３
５
６
万
円
）
以
内
の
人
は
18
年

以
内
。

※
詳
細
は
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
る
か
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
人
は

飼
育
届
の
提
出
が
必
要
で
す

平
成
25
年
１
月
か
ら
改
正
養
蜂
振
興
法
が

施
行
さ
れ
、
原
則
全
て
の
ミ
ツ
バ
チ
飼
育

者
に
つ
い
て
蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

■
提
出
先
・
問
合
せ
先

　
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

※
飼
育
届
は
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　
☎
㉒
２
５
８
５

　
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
１
月
の
開
庁
日

・
１
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
１
月
22
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
た
こ
と
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま

す
。
送
付
さ
れ
る
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

（
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
は
除
く
）
。

※
左
記
の
人
は
別
途
手
続
が
必
要
で
す
。

■
手
続
が
必
要
な
人

・
20
歳
の
誕
生
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
書

類
が
届
か
な
か
っ
た
人

・
20
歳
直
前
で
海
外
出
国
し
た
人

・
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
配
偶
者
（
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
）

の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

等
が
集
ま
り
、
介
護
の
相
談
や
情
報
交
換

等
を
行
い
ま
す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
と

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
１
月
13
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
７
階
　
７
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
１
月
11
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

離
乳
食
教
室

生
後
４
か
月
か
ら
６
か
月
ま
で
の
乳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
離
乳
食
に
つ
い
て
の
講

話
と
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
２
月
８
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
健
康
相
談
室

■
募
集
数

　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
１
日
㈫

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
調
理
実
習
や
試
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
子
申
請
あ
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

書
き
初
め
で
世
界
の
な
か
ま
づ
く
り

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
外
国
の
人
た
ち
と

書
き
初
め
を
し
た
り
、
お
正
月
の
遊
び
を

し
た
り
し
て
交
流
し
ま
す
。

■
と
き

　
１
月
９
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

■
募
集
数
　
20
人

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
１
月
７
日
㈮

問
日
田
市
日
本
語
教
室
（
河
崎
）

　
☎
０
９
０
‐
３
４
１
３
‐
２
９
７
２

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

出
張
Ｄ
Ｖ
相
談

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）
で
は
、
Ｄ
Ｖ
を
含
む
女

性
の
様
々
な
悩
み
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
、
各
地
域
で
Ｄ
Ｖ
相
談

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｄ

Ｖ
で
お
悩
み
の
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
１
月
20
日
㈭

・
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
市
内
（
非
公
開
）

■
募
集
数
　
各
１
人

■
申
込
方
法
　
ア
イ
ネ
ス
女
性
総
合
相
談

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
１
月
17
日
㈪

※
相
談
無
料
で
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

※
女
性
の
み
対
象
で
、
相
談
場
所
は
申
込
み
時

に
ご
案
内
し
ま
す
。

問
ア
イ
ネ
ス
女
性
総
合
相
談

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
８
７
４

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

パ
ト
リ
ア
日
田

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
者
募
集

■
応
募
要
件

①
個
人
の
場
合
は
、
日
田
市
に
住
民
票
を

有
す
る
人
。
法
人
の
場
合
は
、
日
田
市

に
本
社
を
有
す
る
こ
と
。

②
食
品
営
業
許
可
に
必
要
な
調
理
師
等
の

免
許
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
過
去
２
年
以
内
に
食
品
衛
生
法
等
に
よ

る
行
政
処
分
歴
が
な
い
こ
と
。

④
市
税
、
県
税
、
国
税
に
滞
納
が
な
い
こ

と
。

⑤
施
設
管
理
者
と
協
調
し
て
運
営
が
で
き

る
こ
と
。

■
出
店
場
所
・
広
さ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

　
約
２
５
０
㎡
（
厨
房
含
む
）

■
席
数
　
約
50
席

■
募
集
数
　
１
事
業
者

■
応
募
方
法

　
下
記
に
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
応
募

※
募
集
要
領
等
必
要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
１
月
24
日
㈪
〜
2
月
10
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

※
募
集
要
領
等
の
配
布
期
間
は
１
月
５
日
㈬
〜

21
日
㈮
で
す
。

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

　
　skkyoiku@

city.hita.oita.jp

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

３
月
受
講
生

大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
再
就
職

に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
た

め
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
期
間

　
３
月
２
日
㈬
〜
８
月
29
日
㈪

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

■
募
集
コ
ー
ス
　
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
募
集
期
間
　
１
月
４
日
㈫
〜
31
日
㈪

※
説
明
会
を
１
月
18
日
㈫
に
行
い
ま
す
。
詳
細

は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

紀
尾
井
町
戦
略
研
究
所
㈱
が
提
供
す
る
Ｋ

Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
公
有
財
産
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
申
込
期
間

　
１
月
20
日
㈭
〜
２
月
８
日
㈫

■
入
札
期
間

　
２
月
22
日
㈫
〜
24
日
㈭

■
公
売
予
定
物
品

　
高
規
格
救
急
自
動
車
（
平
成
22
年
式
）

■
申
込
方
法

　
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
上
記
二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら

申
込
み

※
公
売
物
品
を
中
止
又
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
☎
㉔
２
２
０
４

日
田
市
特
別
支
援
教
育
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

補
助
職
員
の
募
集

発
達
障
が
い
等
に
よ
っ
て
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
小
・
中
学
生
に
対
し
、
教
育

的
支
援
を
行
う
補
助
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
校
長
や
担
任
の
指
導
の
も
と
、
学
習

活
動
上
の
サ
ポ
ー
ト
や
日
常
生
活
の
補
助

等
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
対
象

　
原
則
、
教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
く
教

員
免
許
を
有
す
る
人

※
教
員
免
許
を
有
し
な
い
人
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
任
用
期
間
（
予
定
）

　
４
月
６
日
㈬
〜
令
和
５
年
３
月
24
日
㈮

■
勤
務
場
所

　
市
内
の
小
・
中
学
校
（
勤
務
校
は
面
接

後
決
定
）

■
勤
務
時
間
　
１
日
６
時
間
前
後

※
学
校
状
況
に
応
じ
た
運
用
を
行
う
た
め
、
勤

務
の
形
態
は
配
置
校
で
異
な
り
ま
す
。

■
募
集
数
　
若
干
名

■
申
込
方
法

　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
及
び
教
員
免
許

の
写
し
（
所
有
す
る
人
）
を
学
校
教
育

課
に
持
参

【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容が変更する場合があります。二次元コードで確認を！

■
申
込
期
限
　
１
月
14
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
２
月
に
面
接
を
実
施
し
、
３

月
末
ま
で
に
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
指
導
係

　
☎
㉒
８
３
２
６
（
市
役
所
別
館
２
階
）

第
24
回
鬼
火
焚
き

当
日
は
岳
滅
鬼
太
鼓
の
演
奏
、
宮
司
に
よ

る
無
病
息
災
祈
願
や
寅
年
生
ま
れ
の
参
加

者
で
点
火
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
豚
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
は
用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。

□
と
き

　
１
月
９
日
㈰
　
午
前
６
時
〜

□
と
こ
ろ

　
中
ノ
島
町
河
川
敷
（
か
ん
ぽ
の
宿
前
）

問
Ｄ
Ｓ
会
事
務
局
（
渡
辺
）
☎
㉒
６
６
５
５

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集
（
一
般
中
期
）

□
科
名

・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

・
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

□
訓
練
期
間

　
１
年
間
（
４
月
７
日
㈭
入
校
）

□
募
集
期
間

　
１
月
19
日
㈬
〜
２
月
９
日
㈬

□
試
験
日
　
２
月
13
日
㈰

□
と
こ
ろ
　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
授
業
料

　
無
料
（
教
科
書
等
の
実
費
必
要
）

□
募
集
数
　
各
20
人

□
申
込
方
法

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け
た

の
ち
、
願
書
を
提
出

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

第
83
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

雨
漏
り
、
建
具
等
住
ま
い
の
傷
み
に
つ
い

て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

第
１
回
九
州
民
謡
王
座
決
定
戦

第
１
回
コ
ツ
コ
ツ
節
全
国
大
会

全
国
の
民
謡
愛
好
家
に
日
田
の
魅
力
と
日

田
民
謡
コ
ツ
コ
ツ
節
を
広
げ
ま
す
。
地
元

日
田
の
民
謡
愛
好
家
の
出
場
を
募
集
し
ま

す
。

□
と
き
・
内
容

【
３
月
26
日
㈯
】

・
九
州
民
謡
王
座
決
定
戦
　
予
選
大
会

　
出
場
料
　
３
０
０
０
円

・
少
年
少
女
大
会
　
予
選
な
し

　
出
場
料
　
２
０
０
０
円

【
３
月
27
日
㈰
】

・
九
州
民
謡
王
座
決
定
戦
　
決
勝
大
会

　
出
場
料
　
１
０
０
０
円

・
コ
ツ
コ
ツ
節
全
国
大
会
　
予
選
な
し

　
出
場
料
　
３
０
０
０
円
（
少
年
少
女
の

部
は
２
０
０
０
円
）

□
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

□
申
込
方
法

　
大
会
事
務
局
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限

　
１
月
31
日
㈪
（
必
着
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
会
事
務
局
（
吉
冨
）
☎
㉓
３
１
６
８

くらしの情報
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こころちゃん

特
殊
詐
欺
防
止
機
能
付
き

電
話
機
の
設
置
費
用
補
助

特
殊
詐
欺
等
防
止
機
能
付
き
電
話
機
及
び

機
器
を
設
置
す
る
人
を
対
象
に
、
購
入
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住
し
て

い
る
人

・
満
65
歳
以
上
の
人
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
人

・
過
去
に
県
警
等
か
ら
電
話
機
を
貸
与
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
人

・
同
一
世
帯
の
人
が
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

■
補
助
対
象
　
特
殊
詐
欺
等
防
止
機
能
付

き
電
話
機
及
び
機
器

※
対
象
機
器
で
あ
る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
購
入
前
に
必
ず
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額
　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
（
上

限
１
万
円
）

■
申
請
期
限
　
３
月
15
日
㈫

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

子
供
の
教
育
資
金
を
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入

学
・
在
学
す
る
子
供
の
い
る
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

　
子
供
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

■
金
利
　
年
１
・
65
％
（
令
和
３
年
11

月
１
日
現
在
）

※
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
世
帯
年
収
２
０

０
万
円
（
所
得
１
３
２
万
円
）
以
内
の

人
、
又
は
子
供
３
人
以
上
の
世
帯
か
つ
世

帯
年
収
５
０
０
万
円
（
所
得
３
５
６
万

円
）
以
内
の
人
は
年
１
・
25
％
。

■
返
済
期
間
　
15
年
以
内

※
交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
家
庭
、
父
子
家

庭
、
世
帯
年
収
２
０
０
万
円
（
所
得
１
３

２
万
円
）
以
内
の
人
、
又
は
子
供
３
人
以

上
の
世
帯
か
つ
世
帯
年
収
５
０
０
万
円

（
所
得
３
５
６
万
円
）
以
内
の
人
は
18
年

以
内
。

※
詳
細
は
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
る
か
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
人
は

飼
育
届
の
提
出
が
必
要
で
す

平
成
25
年
１
月
か
ら
改
正
養
蜂
振
興
法
が

施
行
さ
れ
、
原
則
全
て
の
ミ
ツ
バ
チ
飼
育

者
に
つ
い
て
蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

■
提
出
先
・
問
合
せ
先

　
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

※
飼
育
届
は
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　
☎
㉒
２
５
８
５

　
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
１
月
の
開
庁
日

・
１
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
１
月
22
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
た
こ
と
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま

す
。
送
付
さ
れ
る
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

（
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
は
除
く
）
。

※
左
記
の
人
は
別
途
手
続
が
必
要
で
す
。

■
手
続
が
必
要
な
人

・
20
歳
の
誕
生
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
書

類
が
届
か
な
か
っ
た
人

・
20
歳
直
前
で
海
外
出
国
し
た
人

・
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
配
偶
者
（
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
）

の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

等
が
集
ま
り
、
介
護
の
相
談
や
情
報
交
換

等
を
行
い
ま
す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
と

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
１
月
13
日
㈭
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
７
階
　
７
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
１
月
11
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

離
乳
食
教
室

生
後
４
か
月
か
ら
６
か
月
ま
で
の
乳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
離
乳
食
に
つ
い
て
の
講

話
と
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
２
月
８
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
健
康
相
談
室

■
募
集
数

　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
１
日
㈫

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
調
理
実
習
や
試
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
子
申
請
あ
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

人権コラム　　心、豊かに

大人としての自覚

　毎年１月の第２月曜日は「成人の日」です。
「国民の祝日に関する法律」には「おとなにな
つたことを自覚し、みずから生き抜こうとする
青年を祝いはげます。」と定められています。
　では、“おとなになったことを自覚”するとはど
のようなことなのでしょうか。それは「自分の
言動に責任を持つ」ことではないでしょうか。
しかし、「未成年に責任がない」ということで
はありません。未成年と成人ではできることに
大きく差があります。それに比例して責任も大
きくなるのです。
　このことは、様々な人権問題についても同様
のことが言えます。例えば、近年横行している
インターネット上の掲示板や、ＳＮＳ等で特定
の人や団体を誹謗中傷したり、差別的な書き込
みをしたりすることもその１つです。インター
ネットは誰もが利用できるため、誤った情報で
も不特定多数の人が目にすると、偏見などが広
がりやすく、加えてインターネット上で書き込
まれたものを完全に削除することは非常に困難
であるため、一回の書き込みであっても、拡散
され数が集まれば大きな事件につながる可能性
もあります。
　現在、法務省ではインターネット上の誹謗中
傷対策を強化するため、刑法の侮辱罪を厳罰化
する方針を固めています。侮辱罪の刑罰は「拘
留（30日未満）」か「科料（１万円未満）」で
したが、厳罰化によって「１年以下の懲役・禁
錮」と「30万円以下の罰金」に変更となり、よ
り大きな責任を問われるようになりました。
　近年、インターネット上の人権問題に限ら
ず、様々な人権問題で「自分の行動に責任を持
つ」ことが求められるようになってきました。
新成人だけでなく、全ての大人が「自覚」を持
つことでより良い社会の実現につながるのでは
ないでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

書
き
初
め
で
世
界
の
な
か
ま
づ
く
り

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
外
国
の
人
た
ち
と

書
き
初
め
を
し
た
り
、
お
正
月
の
遊
び
を

し
た
り
し
て
交
流
し
ま
す
。

■
と
き

　
１
月
９
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

■
募
集
数
　
20
人

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
１
月
７
日
㈮

問
日
田
市
日
本
語
教
室
（
河
崎
）

　
☎
０
９
０
‐
３
４
１
３
‐
２
９
７
２

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

出
張
Ｄ
Ｖ
相
談

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）
で
は
、
Ｄ
Ｖ
を
含
む
女

性
の
様
々
な
悩
み
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
、
各
地
域
で
Ｄ
Ｖ
相
談

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｄ

Ｖ
で
お
悩
み
の
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
１
月
20
日
㈭

・
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
市
内
（
非
公
開
）

■
募
集
数
　
各
１
人

■
申
込
方
法
　
ア
イ
ネ
ス
女
性
総
合
相
談

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
１
月
17
日
㈪

※
相
談
無
料
で
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

※
女
性
の
み
対
象
で
、
相
談
場
所
は
申
込
み
時

に
ご
案
内
し
ま
す
。

問
ア
イ
ネ
ス
女
性
総
合
相
談

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
８
７
４

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

パ
ト
リ
ア
日
田

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
者
募
集

■
応
募
要
件

①
個
人
の
場
合
は
、
日
田
市
に
住
民
票
を

有
す
る
人
。
法
人
の
場
合
は
、
日
田
市

に
本
社
を
有
す
る
こ
と
。

②
食
品
営
業
許
可
に
必
要
な
調
理
師
等
の

免
許
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
過
去
２
年
以
内
に
食
品
衛
生
法
等
に
よ

る
行
政
処
分
歴
が
な
い
こ
と
。

④
市
税
、
県
税
、
国
税
に
滞
納
が
な
い
こ

と
。

⑤
施
設
管
理
者
と
協
調
し
て
運
営
が
で
き

る
こ
と
。

■
出
店
場
所
・
広
さ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

　
約
２
５
０
㎡
（
厨
房
含
む
）

■
席
数
　
約
50
席

■
募
集
数
　
１
事
業
者

■
応
募
方
法

　
下
記
に
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
応
募

※
募
集
要
領
等
必
要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
１
月
24
日
㈪
〜
2
月
10
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

※
募
集
要
領
等
の
配
布
期
間
は
１
月
５
日
㈬
〜

21
日
㈮
で
す
。

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

　
　skkyoiku@

city.hita.oita.jp

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

３
月
受
講
生

大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
再
就
職

に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
た

め
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
期
間

　
３
月
２
日
㈬
〜
８
月
29
日
㈪

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

■
募
集
コ
ー
ス
　
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
募
集
期
間
　
１
月
４
日
㈫
〜
31
日
㈪

※
説
明
会
を
１
月
18
日
㈫
に
行
い
ま
す
。
詳
細

は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

紀
尾
井
町
戦
略
研
究
所
㈱
が
提
供
す
る
Ｋ

Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
公
有
財
産
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
申
込
期
間

　
１
月
20
日
㈭
〜
２
月
８
日
㈫

■
入
札
期
間

　
２
月
22
日
㈫
〜
24
日
㈭

■
公
売
予
定
物
品

　
高
規
格
救
急
自
動
車
（
平
成
22
年
式
）

■
申
込
方
法

　
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
上
記
二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら

申
込
み

※
公
売
物
品
を
中
止
又
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
☎
㉔
２
２
０
４

日
田
市
特
別
支
援
教
育
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

補
助
職
員
の
募
集

発
達
障
が
い
等
に
よ
っ
て
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
小
・
中
学
生
に
対
し
、
教
育

的
支
援
を
行
う
補
助
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
校
長
や
担
任
の
指
導
の
も
と
、
学
習

活
動
上
の
サ
ポ
ー
ト
や
日
常
生
活
の
補
助

等
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
対
象

　
原
則
、
教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
く
教

員
免
許
を
有
す
る
人

※
教
員
免
許
を
有
し
な
い
人
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
任
用
期
間
（
予
定
）

　
４
月
６
日
㈬
〜
令
和
５
年
３
月
24
日
㈮

■
勤
務
場
所

　
市
内
の
小
・
中
学
校
（
勤
務
校
は
面
接

後
決
定
）

■
勤
務
時
間
　
１
日
６
時
間
前
後

※
学
校
状
況
に
応
じ
た
運
用
を
行
う
た
め
、
勤

務
の
形
態
は
配
置
校
で
異
な
り
ま
す
。

■
募
集
数
　
若
干
名

■
申
込
方
法

　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
及
び
教
員
免
許

の
写
し
（
所
有
す
る
人
）
を
学
校
教
育

課
に
持
参

次回の広報ひた１月15日号は、１月14日㈮に発送します。 【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

イ
ベ
ン
ト

募
集

■
申
込
期
限
　
１
月
14
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
２
月
に
面
接
を
実
施
し
、
３

月
末
ま
で
に
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
指
導
係

　
☎
㉒
８
３
２
６
（
市
役
所
別
館
２
階
）

第
24
回
鬼
火
焚
き

当
日
は
岳
滅
鬼
太
鼓
の
演
奏
、
宮
司
に
よ

る
無
病
息
災
祈
願
や
寅
年
生
ま
れ
の
参
加

者
で
点
火
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
豚
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
は
用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。

□
と
き

　
１
月
９
日
㈰
　
午
前
６
時
〜

□
と
こ
ろ

　
中
ノ
島
町
河
川
敷
（
か
ん
ぽ
の
宿
前
）

問
Ｄ
Ｓ
会
事
務
局
（
渡
辺
）
☎
㉒
６
６
５
５

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集
（
一
般
中
期
）

□
科
名

・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

・
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

□
訓
練
期
間

　
１
年
間
（
４
月
７
日
㈭
入
校
）

□
募
集
期
間

　
１
月
19
日
㈬
〜
２
月
９
日
㈬

□
試
験
日
　
２
月
13
日
㈰

□
と
こ
ろ
　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
授
業
料

　
無
料
（
教
科
書
等
の
実
費
必
要
）

□
募
集
数
　
各
20
人

□
申
込
方
法

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け
た

の
ち
、
願
書
を
提
出

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

第
83
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

雨
漏
り
、
建
具
等
住
ま
い
の
傷
み
に
つ
い

て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

第
１
回
九
州
民
謡
王
座
決
定
戦

第
１
回
コ
ツ
コ
ツ
節
全
国
大
会

全
国
の
民
謡
愛
好
家
に
日
田
の
魅
力
と
日

田
民
謡
コ
ツ
コ
ツ
節
を
広
げ
ま
す
。
地
元

日
田
の
民
謡
愛
好
家
の
出
場
を
募
集
し
ま

す
。

□
と
き
・
内
容

【
３
月
26
日
㈯
】

・
九
州
民
謡
王
座
決
定
戦
　
予
選
大
会

　
出
場
料
　
３
０
０
０
円

・
少
年
少
女
大
会
　
予
選
な
し

　
出
場
料
　
２
０
０
０
円

【
３
月
27
日
㈰
】

・
九
州
民
謡
王
座
決
定
戦
　
決
勝
大
会

　
出
場
料
　
１
０
０
０
円

・
コ
ツ
コ
ツ
節
全
国
大
会
　
予
選
な
し

　
出
場
料
　
３
０
０
０
円
（
少
年
少
女
の

部
は
２
０
０
０
円
）

□
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

□
申
込
方
法

　
大
会
事
務
局
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限

　
１
月
31
日
㈪
（
必
着
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
会
事
務
局
（
吉
冨
）
☎
㉓
３
１
６
８

Information 1.１ くらしの情報

タ
ウ
ン
情
報
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撮影：梶原達夫

前津江

中津江

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

健康、安全、豊作を祈願
　11月23日、赤石虫秋地区で「虫秋愛宕地蔵尊大
祭」が行われた。今年も新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、規模縮小で神事のみの開催。氏子
たちは地域の人たちの健康、安全、豊作祈願と新型
コロナウイルス感染症の早期終息を祈り、「来年こ
そは多くの人に参拝していただき、普段通りの祭り
が開催できることを願っています」と語った。

森を守り、水を守る
　11月15日、鯛生スポーツセンターで「200海里
の森づくり事業」の植樹が行われた。有明海の水環
境改善と水資源の大切さを伝えようと始められたも
ので、毎年植樹と下草刈りなどの作業を行ってい
る。津江中学校全校生徒と関係者約50人で、イロ
ハモミジやヤマザクラを植樹。将来まで豊かな水環
境が保たれるよう願いを込めて丁寧に植え付けた。

津江中学校で第３回防災講座！
　11月５日、津江中学校で３回目となる防災講座
が行われ、生徒27人が参加した。生徒たちは、大
分大学減災・復興デザイン教育研究センターの板井
氏による「災害時の応急手当」をテーマにした実技
を交えた講義を受けた。三角巾を使った応急措置や
動けない人を移動させるための応急担架を作ったり
と、急病人が出た場合の対応を真剣に学んでいた。

秋空のもとでチャレンジウォーク
　11月７日、第27回水郷ひたチャレンジウォークが
開催された。昨年同様に参加者を市内在住者に限定
するなどの感染症対策を取った大会となったが、昨
年までとは逆の反時計回りのコースで実施。また、
２年ぶりに18・13・５㎞の３コースが復活したと
あって、幅広い年齢層から494人が参加。参加者は
秋の日差しを浴びて自分のペースで歩みを進めた。

赤い月食に大歓声
　11月19日、桂林小学校グラウンドで秋の星空観
望会が開催され、61人が参加した。
　日田天文同好会の案内のもと、天体望遠鏡を使っ
て「月食」のほか、木星や土星、金星などを観察し
た。午後６時過ぎに月の98％が地球の影に入る
「最大食」を迎えると、うっすらと赤く輝く月に歓
声が上がっていた。

移住体験ツアーを開催！
　11月27日、28日に移住体験ツアーが開催され、
関東や福岡から家族連れなど６組10人が参加し
た。１日目はみそ作りなど２コースに分かれ日田市
を体験。夜はひた暮らし応援団や移住受入れ地域の
人たちと交流を深めた。２日目はジョブカフェビジ
ネス合コンへの参加と空き家バンク物件の内見を行
い、住まい・仕事・人がつながるツアーとなった。

日田

祝１周年！憩いの杜やませみ
　10月31日、住民グループが大野地区に立ち上げ
た「憩いの杜やませみ」が開店から１周年を迎え
た。当日は、紅白もちの振る舞い、ポン菓子作り、
カラオケ、地元野菜の販売など、訪れた人たちと一
緒に盛り上がる１日となった。中島代表は「大成功
だったと思います。また新たな１年、皆さん一緒に
頑張っていきましょう」とスタッフに語っていた。

ダンボールワニ襲来！子育てパパ講座
　子育てに奮闘する父親を対象に「子育てパパ応援
講座」がアオーゼで行われた。10月30日の「子ど
もと楽しむワークショップ」は今年度３回目の開講
で、ＮＰＯ法人ファザーリングジャパン九州理事の
馬場義之氏を講師にダンボールの空気砲やワニを子
供たちと製作した。参加者は、子供たちと一緒に笑
顔で楽しみながら取り組んでいた。
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

紅葉で深まる上下流交流
　11月13日、田来原美しい森づくり公園周辺で「秋
の田来原ノルディック・ウォーキング」が開催され
た。このイベントは大山ダムの上下流域の人たちに
秋の景観を楽しんでもらいながら交流を深めること
を目的に開催されており、今回で３回目となる。
　当日は天候に恵まれ、上流域の大山町から下流域
の福岡市の人まで総勢50人が参加した。はじめは
ポールを使用した歩行に慣れない様子の人もいた
が、もみじ谷やおんたの堤など美しい景観の中、約
７kmのコースを２時間ほどかけて歩いた。参加者か
らは「適度な坂があって良い運動になった」「めっ
たに来られない場所なので、こんな機会があって良
かった」などの感想が聞かれた。

これからも復興に向かって
　11月３日、天ヶ瀬温泉街の成天閣吊橋周辺で温
泉街の若手有志でつくる「天ヶ瀬温泉つなぐ会議」
主催の「秋の交流会」が行われた。これは、令和２
年７月豪雨で被災した地域住民らが互いに慰労・感
謝し、復興への機運を高めようと企画されたもの。
当日は日田青年会議所による玖珠川のライトアップ
も行われ、優しい光が静かに水面を照らしていた。

振興局ってどんなとこ？
　11月５日、東渓小学校の２年生９人が生活科学
習の一環として、天瀬振興局を訪れた。児童らは日
頃訪れることのない庁舎の中を見ながら、職員から
振興局の仕事や役割などの説明を受けた。見学を終
えた児童からは「振興局ではいろいろな仕事をして
いることが分かった」「大雨のときも振興局に泊
まっていたなんてすごい」などの声が聞かれた。

大きなさつまいもが取れたよ
　11月４日、おおやまこども園の３歳以上の園児
27人が中大山の畑でさつまいも掘りを行った。園
児たちは畑のうねに一列に並び、スコップで傷をつ
けないように丁寧にさつまいもの周りを掘ってい
た。さつまいもを引き抜くときは、なかなか抜けず
苦戦。ようやく抜けると満面の笑みで友達に見せて
自慢していた。

ひまわりで地域の輪が広がる
　10月30日、地域のにぎわいの場を作ろうと、休
耕田を有効活用して植えたひまわりが見頃を迎えた
ため、長寿老人会と小五馬地区の住民で「花見慰労
会」が行われた。30人ほどが集まり、ひまわりの
花を観賞しながら地区の公民館で作った料理を食べ
歓談した。今年のひまわりは例年に比べて大輪の花
が咲き、県外からも多くの観光客が訪れていた。

大山

天瀬

上津江

２年ぶりの上津江産業文化祭
　11月23日、第16回上津江産業文化祭が２年ぶり
に開催された。約470人が来場し、地元の子供たち
のステージ、藤蔭高校や自衛隊の音楽演奏、農林産
物品評会、フリーマーケット、地震体験コーナーな
どを楽しみ、学んだ。例年より規模を縮小しての開
催となったが、住民の趣向を凝らした心温まる内容
に、参加者の笑顔あふれるイベントとなった。

最後の津江っ子太鼓演奏
　昭和63年に結成された「かみつえ酒呑童子太
鼓」を引き継いで活動を行ってきた津江小学校の和
太鼓演奏「津江っ子太鼓」が、今年で終了すること
となり、上津江産業文化祭で最後のステージを披露
した。長年住民に親しまれてきた和太鼓の終了を多
くの人が惜しみながら、心と体に響きわたる力強い
演奏を熱心に聴き入っていた。
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　10月26日㈫から11月７日㈰までの「秋の読書週間」
中に、次の行事を行いました。

◆ひゃっか王からの挑戦状（10月31日）
クイズにチャレンジして、正解したらオリジナルグッズ
がもらえる企画。子供たちの悩む姿も見られましたが、
景品を渡すと喜んでくれました。

◆トショカンクエストⅠ（読書週間期間中）
カード（本のタイトル）を引いて、書架から同じカード
を探して持ってくるゲーム。ガラポン抽選くじを回し、
何色の玉が出てくるのかハラハラドキドキでした。

◆としょかん秋祭り（読書週間期間中）
本を10冊借りたら10ポイント券を配布し、最大30ポイ
ント集めたら景品と交換できるもの。子供から大人まで
幅広く参加してくれました。

～来館者の皆さんへお願い～
・自宅で検温し、熱などの風邪症状がある場合は来
館をご遠慮ください。
・手指の消毒、マスクの着用、咳エチケットで飛沫
感染防止にご配慮ください。

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①乾燥わかめは水に戻しておく。
②鍋にバターを入れて火にかけ、バターが溶けたらもやしを加えてしんなり
するまで炒める。
③鍋にわかめ、水、鶏がらスープの素を加え、煮立ったら味噌を溶き入れて
火を止め、こしょうを振る。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

■材料■　（２人分）
乾燥わかめ　　　　　　　　２g
もやし　　　　　　　　　　50g
バター　　　　　　　　  　５g

全国では、各地の気候風土・歴史・原料の配合や製法によって様々な味
噌が作られています。味噌は時間の経過と温度の影響によって色が変化
していくので、おいしさを保つために冷蔵庫での保管がおすすめです。

　
梁
川
星
巌
は
、
幕
末
期
の
漢
詩
人
と
し

て
、
ま
た
勤
皇
家
と
し
て
有
名
で
す
。
美

濃
国
大
垣
（
岐
阜
県
大
垣
市
）
に
生
ま

れ
、
名
は
卯
、
の
ち
孟
緯
、
字
は
伯
兎
、

の
ち
公
図
、
別
号
を
詩
禅
な
ど
と
号
し
ま

し
た
。

　
星
巌
は
、
19
歳
で
江
戸
に
出
て
儒
学
者

の
古
賀
精
里
や
山
本
北
山
に
学
び
、
柏
木

如
亭
、
大
窪
詩
仏
、
菊
池
五
山
ら
江
湖
社

の
詩
人
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
29
歳
の

と
き
、
郷
里
に
帰
り
塾
を
開
い
て
白
鴎
社

と
い
う
詩
社
を
結
成
し
た
の
ち
、
諸
国
遊

歴
の
旅
に
出
ま
し
た
。
34
歳
の
と
き
に

は
、
漢
詩
人
の
頼
山
陽
に
勧
め
ら
れ
、
文

政
５
年
（
一
八
二
二
）
か
ら
５
年
間
に
及

ぶ
西
国
へ
の
旅
に
出
て
、
菅
茶
山
、
廣
瀬

淡
窓
、
頼
杏
坪
ら
多
く
の
西
国
詩
人
と
接

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
保
３
年
（
一
八

三
二
）
44
歳
で
再
び
江
戸
に
出
て
、
神
田

お
玉
が
池
に
住
ん
で
玉
池
吟
社
を
作
り
、

江
戸
詩
壇
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
岡
本

黄
石
、
斎
藤
竹
堂
、
小
野
湖
山
、
大
沼
沈

山
ら
多
く
の
詩
人
を
集
め
て
教
育
し
ま
し

た
。
ま
た
、
佐
久
間
象
山
、
藤
田
東
湖
ら

と
も
親
交
し
幕
末
の
国
事
を
論
ず
る
気
風

を
強
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
弘
化
３
年

（
一
八
四
六
）
58
歳
の
と
き
、
京
都
に
移

り
、
そ
の
居
宅
の
鴨
沂
小
隠
に
は
梅
田
雲

浜
、
横
井
小
楠
、
吉
田
松
陰
、
僧
月
性
、

頼
三
樹
三
郎
な
ど
多
く
の
志
士
、
詩
人
が

出
入
り
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
「
文
は
山
陽
、
詩
は
星
巌
」
と
言

わ
れ
、
そ
の
詩
名
は
広
く
知
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
志
士
と
公
卿
の
間
を
斡
旋

し
、
尊
王
攘
夷
論
者
た
ち
の
中
で
も
重
要

な
地
位
を
占
め
ま
し
た
。

　
安
政
５
年
（
一
八
五
八
）
、
安
政
の
大

獄
の
逮
捕
の
手
が
伸
び
る
直
前
に
流
行
病

の
コ
レ
ラ
に
罹
り
、
70
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
妻
の
梁
川
景
も
、
紅
蘭
と
号
し
た

女
流
詩
人
と
し
て
有
名
で
、
夫
に
従
っ
て

諸
国
を
遊
歴
し
て
い
ま
す
。

　
淡
窓
と
星
巌
は
、
淡
窓
43
歳
の
文
政
７

年
（
一
八
二
四
）
９
月
20
日
に
面
会
し
て

い
ま
す
。
自
叙
伝
の
『
懐
旧
楼
筆
記
』
に

「
二
十
日
美
濃
人
梁
川
詩
禅
来
訪
せ
り
。

今
年
三
十
六
、
世
上
に
於
て
詩
人
の
聞
こ

え
あ
り
妻
を
携
え
来
る
。
是
も
文
字
を
知

り
画
を
善
く
す
。
但
し
、
旅
宿
に
止
め
置

き
我
が
家
に
は
携
へ
来
ら
ざ
り
し
な
り
。

詩
禅
東
帰
の
後
、
名
誉
愈
々
振
ひ
、
詩
集

数
編
を
上
木
し
、
又
文
政
十
七
家
、
天
保

三
十
六
家
等
の
書
を
撰
し
て
世
に
伝
え
た

り
」
と
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
記
に
も
記
述
が
あ
り
「
江
戸

の
後
進
の
詩
人
の
中
で
も
、
優
れ
た
志
を

持
っ
た
超
然
と
し
た
人
物
で
あ
る
」
と
、

詩
人
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
頼
山
陽
が
賞
賛
し
た
耶
馬
渓
を
訪

れ
て
帰
っ
て
い
ま
す
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－（人物編　梁川星巌）

　　淡窓・咸宜園と交流のあった文人・墨客たち⑬

たんそうさん

▲梁川星巌・紅蘭
　大垣市教育委員会提供（華渓寺
　梁川星巖記念館蔵）

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

大好き図書館！

う
ん

こ
う
せ
き

ぴ
ん

ら
い
み

き

さ
ぶ
ろ
う

し
ょ
う
な
ん

げ
っ
し
ょ
う

こ
ざ
ん

し
ょ
う
ざ
ん

と
う
こ

ち
ん

け
い

こ
う
ら
ん

い
よ
い
よ
ふ
る

もやしのみそバタスープ

心の架け橋 　正月飾り～障がいがあってもなくても貴重な日田市の人材～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

水　　　　　　　　　　　300ml 
鶏がらスープの素      　 小さじ1

味噌　　　　　　　　 　     20g
こしょう　　　　　　　　　少々

秋の読書週間イベントが終了しました

新刊情報
極彩色の京都
四季の名所めぐり
稲田大樹／著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

おこしやす、色彩あふれる京都へ
蹴上インクライン、伏見港、城南宮、渡月橋、十輪寺、七
谷川、産寧坂、高台寺、八坂の塔…。「うさだだぬき」の
ハンドルネームで注目の写真家、稲田大樹の絶景の京都四
季の名所をめぐる写真集。

も
う
い

き
ん
の
う
か

せ
い
り

じ
ょ
て
い

お
お
く
ぼ
し
ぶ
つ

ご
ざ
ん

こ
う
こ
し
ゃ

は
く
お
う
し
ゃ

ら
い
さ
ん
よ
う

か
ん
ち
ゃ
ざ
ん

ぎ
ょ
く
ち
ぎ
ん
し
ゃ

お
う
き
し
ょ
う
い
ん

ら
い
き
ょ
う
へ
い

は
く
と

やながわ せいがん

開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、右記
二次元コードから確認、又は図書館にお問
い合わせください。

土日 月 火 水 木 金

１月の休館日（○…休館日）

25

４
11
18

８
15
22
29

１
７
14
21
2827

６
13
20

２
９
16

３
10
17

26

５
12
19

23
30
24
31

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　１月８日㈯　
　午後３時～
　１月22日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

ざ
ん

障がいへの理解

　障がいのある人が働く訓練をする事業所が市内には
17か所あります。いろいろな仕事をしながら、一般企
業就職を目標にトレーニングや、自立した生活に向けて
の作業に取り組んでいます。仕事の内容は事業所によっ
て様々です。旅館等のアメニティグッズの袋詰めや商品
の検品作業といった内職的なものから、食品加工や金属
加工、清掃や農業生産など、皆さんの生活の一部分に関
わる仕事を障がいのある人たちが担っています。まさか
こんなところにも…という事例を紹介します。
　新年を迎え、家の玄関に正月飾りが飾られている家庭
も多いことでしょう。実は、その正月飾りの中には市内
の障がいのある人たちが作っている品物があります。大

手雑貨店の正月飾りは、市内の事業所が制作に携わって
います。市内にはその雑貨店はありませんが、都市部の
店舗で手に取られた人も多いと思います。市内のある事
業所では、９月頃から制作に取りかかり、11月には作
業を終わらせて約2,000個の納品を行うそうです。細か
な作業が多く手間のかかる仕事ですが、事業所のみんな
で丁寧に作業を進めています。
　一人ひとりの能力は様々ですが、いろいろな人たちの
集合した力で社会は成り立っています。障がいがあって
もなくても、大切な社会の一員、日田市の貴重な人材で
す。一人ひとりの能力を認め、支え合える日田市を一緒
に考えていきましょう。
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和３年11月30日現在） 

■人口　
　63,046人
　（前月比－85人）
・男　29,915人
・女　33,131人
■世帯数
　27,448世帯

　★チャレンジキッズ
　８日㈯　11:00～
　お話し会
　13日㈭　11:00～
　★わくわく制作
　20日㈭、21日㈮　10:30～
　★ふれあいｄａｙ　
　25日㈫　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設１月の主な催し　　

●お正月遊び
　６日㈭　10:30～
　凧作り
　15日㈯　10:30～
●節分制作
　　27日㈭　10:30～
　　29日㈯　10:30～

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

　コマ作り
　８日㈯　10:30～
●節分制作
　　26日㈬　10:30～
　　29日㈯　10:30～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★エアロビ
　19日㈬、26日㈬
　10:00～11:00
★ベビーマッサージ
　20日㈭　10:00～11:00
★お誕生会
　27日㈭　10:00～11:00
※誕生者は、９:45までに来て
　ください。

●フレンズデイ（土曜開放日）
　15日㈯　10:30～12:00
●身体計測＆何してあそぶ？
　20日㈭　10:00～12:00
●よちよちルーム
　31日㈪　10:00～

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★うたとおはなし会
　11日㈫　11:00～11:30
★プレママクラブ
　19日㈬　13:30～15:00
★お誕生会
　20日㈭　11:00～12:00
★リトミック
　25日㈫　11:30～12:00 ９:30～12:00、13:00～15:30

土・日曜日、祝日休館

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ１
　３月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　２月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

乳

乳

乳

小

小

小

乳

小

乳

小

新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更
する場合があります。詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）から確認してください。

妊娠中から子育ての記録、地域の情報まで家
族皆さんでの子育てをサポート！
お子さまに合わせた予防接種スケジュールを
自動で作成し、接種日が近づくとプッシュ通
知でお知らせします。
登録は無料です。是非、ご活用ください。

■日田市子育て支援アプリ「ひたんこナビ」■

二次元コードからダウンロード！

ボランティア団体「ひたおもちゃ病院」では、動かな
くなったり音が出なくなったりしたおもちゃを、おも
ちゃドクターが無料で修理しています。毎月１回、活
動を行っていますので、是非お持ち寄りください。詳
細は中央児童館にお問い合わせください。

■日程　１月 19日㈬　午前 10時～午後４時

おもちゃ病院 in中央児童館

大山児童館　☎52２９０１

天瀬児童館　☎57８９２２

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回登
録申請書を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）
は、毎週土曜日のみ開館しています。

中山陽葵ちゃん
（１歳・大山町東大山）

ひ な
森田鉄心ちゃん
（１歳・清岸寺町）

てっしん
浅野早耶ちゃん
（１歳・清水町）

まふゆさ や
岩下茉冬ちゃん
（１歳・日高町）

いっしん
川原一心ちゃん
（１歳・田島本町）

三笘 広ちゃん
（３歳・清岸寺町）

ひろい の り
大塚惟乃莉ちゃん
（２歳・三本松１丁目）

伊藤瑛政ちゃん
（２歳・刃連町）

坂本湖葉音ちゃん
（２歳・日ノ出町）

えいせいこ は ね かなめ
古賀 要ちゃん
（２歳・日ノ出町）

Happy Birthday
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問地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

１.メニューの「生活情   
報」から「ごみ」を選
択。

２.ごみ出し情報一覧の
「ごみの日通知設定」
を選択。

３.日田市内、前・中・上
津江、大山、天瀬から
お住まいの町名を選択。

４.通知を希望するごみ種
別と時間帯を選択して
送信。

日田市公式ＬＩＮＥでは、あなたに合わせた役立つ情
報をお届け中。その中で便利な機能の一つ「ごみの日
通知」は、ごみの日通知設定を行うとごみの日を事前
に通知します！

ＬＩＮＥの「友だち追加」から、二次元コー
ドを選択し、カメラで左記二次元コードを読
み取って登録♪

友だち登録方法

ごみの日通知設定

いますぐ
ＬＩＮＥで
友だち登録

1266
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